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166 天文同好會観測部月報
　第二表によって見ると太陽観測可能日数が，二百三十七日，星の観測可
能日激が，一百九十二日，星野爲眞可能日数が，一百〇七日であります．
之の記録は朝の十時と，夜の九時とを限つナこ僅な時刻の晴曇を記しナこので
ありますから，一時間の前後，否三十分間の前後には意外な攣化を現す蝪
合が可成に多くありますが，星の観測及び星野爲眞撮影の揚合には大鰹之
の時刻の模檬によって就床しますから，たとえ一時間後に攣化を擁しても，
所謂あとの祭でありますから観測はだめであります．或る特別の揚合を除
きまして（夜孚の観測又は撮影の揚合は別）大鎧之の表の示す激値は實際と
能く一致して居ます．
　太陽槻測可能日数の皆野は，私の乾乳糊測日激と可成大きい開きを示し
て居ます．私の之の一ケ年間の壁際観測日数は二百五十四日であります．
之の表と十七日の相違を見ます．之の相違は朝十時の記録後に於て攣化し
ナこ揚合と，縛帯の日でも僅な時間だけ太陽が其の耀いナこ美事な顔を見せ
る事があります．此の時を利用して観測をやりますから，之の相違が現は
れた課であります．一日中に於ける太陽観測可能の時間は六時間あります
から（周圏の事情で此檬に短いのです），天象の攣化も多いのです，元來私
は，其日其日の晴，曇，雨，杯どと云ふ事を記録せんとしナこのでは無く，
観測の可能と不能と，及び確實度を記録せんとしたものでありますから，
記録方法が甚だ誤って居tt事に心付きましナこ・そこで十二月に入て記録方
法を改正しましナこ．今年度分の報告から左檬に不都合の無い記録を御報告
しナこいと思って居ます．
　星野爲眞可能日激は，百〇七日と成って居ります．表の上から云えば今
少し多激にあるべき筈でありますが，満月の夜は張い月光に妨げられて勿
論爲眞撮影はダメであります・叉種々の事情の爲めに満月の前後三四日間
づ》は同じく爲眞撮影に不適當であります・薮には満月の前後三日閥づS
を不能日数の中へ算えて居りますから左様に御承知置き下さい．
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